
命を守る水泳 
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学校だより 
令和７年 ６月号 

吹田市立山手小学校 

 自分の思いを自分の言葉で伝える、すてきな山手小 

学校評議員会 

学校が保護者や地域住民のみなさんのご意見を伺い、また学校の様子をお知らせするこ

とによりこれからの学校運営へつなげていく組織です。校長が推薦し、教育委員会が委嘱

しています。今年度委員の皆さまです。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

福重敏廣 様  地区連合自治会長     宮田光代 様   地区公民館長 

詫間 隆 様  地区民生児童委員長    権野祐介 様   青対委員長 

小田友哉 様  PTA 会長 

蒸し暑い日や日差しがきつい日があったと思えば、日中や夜に気温が低くなる日もありま

す。最近は週末土曜日に雨が降ることが多く、予定通りに行動できなかった方もいらっしゃ

ると思います。とにかく寒暖差などで体調を崩すことのないようお気をつけください。 

今年度から運動会を以前のように秋に開催することとしました。10/18(土)に行います。

一学期に行うと様々な教育活動を急ぎでしなければならないので、本年は少し落ち着いて学

習を進めることができています。 

さて、今年も６月１１日からプールでの水泳学習が始まります。吹田市の目指す水泳は、

「命を守る水泳」です。競泳のように速さを競うことを目標にしているわけではなく、ゆっ

たりとしたフォームでの平泳ぎや浮き身等を身に付けることで、子どもたちが水難事故に合

うリスクを下げ、万一の時にも浮いておくなどで「自らの命を守ることができる」と子ども

たちに知ってもらうように進めています。その中で、水泳は夏だけの学習ですので、子ども

たちができる限りたくさん水泳学習に参加できるようご家庭での温かいはげましをお願い

します。苦手な子もまず入水して楽しく水慣れを行うことで、少しずつできることが増えて

いきます。すると、自らがんばる力が出てくると思います。そのように頑張って挑戦してで

きたという成功体験を水泳でも得てほしいと思います。そして何よりも安全第一が最優先で

水泳学習を進めます。また熱中症対策も行ってまいります。その中 

で自分のできる限りの力を出して一生懸命がんばってほしいです。 

水着の準備等大変ですがご協力よろしくお願いいたします。 

 



6月行事予定

日 曜 学校行事

1 日

2 月
府SC　教育相談　心のアンケート（6日まで）　　歯科
検診1・2年

3 火 全校集会　6年プール清掃　ICT

4 水
4時間授業 交通安全教室1・3年（業間運動場使用不
可）　太陽の広場②　再検尿

5 木
４時間授業　2年町たんけん③（3・4ｈ）　心臓2次
（PM）

6 金
6年卒業アルバム個人写真　6年プール清掃予備日
ICT

7 土
PTA運営委員会
学校開放（9:00-12:00）

8 日

9 月 教育相談　山手チャレンジ週間（15日まで）

10 火 児童集会　4年パッカー車（2・3時間目） ICT

11 水 クラブ　水泳授業開始　心臓予備

12 木 林間学習①　学力保障の日（5年以外）

13 金 林間学習②　 ICT

14 土 学校開放（9:00-12:00）

15 日

16 月
AET　府SC　教育相談　1—3年：短縮5時間　4-6年：
短縮6時間

17 火 芸術鑑賞会 　AET　 ICT

18 水
太陽の広場③　4時間授業 　AET 　緊急地震速報訓
練(10:00)　　5年田植え

19 木
短縮5時間授業（6－2のみ短縮6時間授業）　1年全巡
回　 AET　　尿検査最終

20 金 学校一日公開 　AET　 ICT

21 土 学校開放（9:00-12:00）

22 日

23 月 AET

24 火 AET　 ICT　5年田植え　（予備）

25 水 児童委員会 　学校徴収金引落日

26 木 のびのびタイム　4年泉浄水場見学

27 金
4時間授業　3年ライフ見学　 ICT　オンライン国際クラ
ブ（申込児童）

28 土 学校開放（9:00-12:00）

29 日

30 月 教育相談

お知らせ

水泳学習について

いよいよ水泳学習が始まります。子どもたちの健康

や安全に留意して学習を進めますが、ご家庭でも子ど

もたちの体調管理にご配慮いただきますよう、お願い

いたします。

熱中症対策について

暑さが本格化する季節となりました。学校では、熱

中症対策として体育や外遊びの前には、暑さ指数

（WBGT）を確認し、基準に従って活動を制限します。

こまめな水分補給や帽子の着用も指導中です。ご家庭

でも、体調管理や朝食の摂取をお願いします。

学校一日公開について

6月20日（金）に学校一日公開を実施します。教科

学習の状況だけではなく、子どもたちの学校生活全般

の様子をぜひご覧ください（保護者証の持参をお願い

します）。また、安全管理上、保護者以外の方々つき

ましては、受付にてお名前や連絡先等を記入いただき

ますので、ご理解とご協力をよろしくお願いします。

なお、時間割については、一週間前を目途にお知らせ

します。

学校だより５月号の訂正

【誤】

音楽会11月21日（木）

【正】

音楽会11月21日（金）

お詫びして訂正いたします。また、7月7日からの自

立活動参観週間は実施しません。よろしくお願いいた

します。

いじめ事案への対応及び支援学級入級について

裏面に掲載しております。



いじめ事案への対応について 

学校のように多くの友だちが集うところでは、少なからずトラブルが発生します。大人になる前に

トラブルを解決する経験をすることはとても大切なことです。しかし、それが心や身体を傷つけるも

のであるとすれば、それは「いじめ」であり、予防を含め適切な対応をしなくてはなりません。 

 

●いじめの定義とは 

 「当該児童生徒が一定の人的関係のある他の児童生徒が行う心理的又は物理的な影響を与える行為

（インターネットを通じて行われるものも含む。）であって、心身の苦痛を感じているもの」とする。

なお、起こった場所は学校の内外を問わない。 

とされています。これは「通りすがりの見知らぬ人から」ではない限り、いじめとして認知され、校

外の習い事の場や SNS 等インターネット上で起きたことであっても、「心身の苦痛を感じている」も

のはいじめとして認知されるということです。いじめといえば多数で一人の子に危害を加えることや

集団で一人の子を無視するといったことをイメージするかもしれませんが、この定義からは「何かを

されたその子が苦痛を感じたらそれは“いじめ”になる」という捉えとなります。今までは学校が事

案の軽重を判断していたため、ともすれば事を軽く認識してしまい重大な事案に発展してしまったと

いうことが全国で起きていました。そのためにこのような定義で受け止めることが今の学校には求め

られています。 

 

 例えば、「A さんによる B さんに対しての行為により、B さんはとても嫌な気持ちになった。事実

をつかんだ教員が事情を聴き、指導も行ったうえで A さんから B さんへの謝罪もあり、仲直りをす

ることができた。そして一連の経過についても家庭への連絡が終わっている」という事案があったと

します。この事案では一応の解決をみていますが、定義上はいじめ事案にあたりますので、学校はい

じめとして認知し、市へ報告することになります。（事情を聞く中で「A さんの行為の前に B さんに

よる A さんへいじめ行為があった」等、双方のいじめ認知となる場合もあります。） 

 

●いじめが起きた時の学校対応の流れ 

 いじめが疑われる事案が発生した場合、学校では次のような手順で対応します。 

  1. 校内の「いじめ対策委員会」で対応方針を確認 

  2. 関係する子どもたちから話を聞く 

  3. 対策委員会で情報を共有し、今後の対応を検討 

  4. 保護者の方へ連絡 

  5. 必要に応じた指導を実施 

  6. しばらくの間、関係する子どもたちの様子を見守る 

 

 このような流れをとるのは、問題が深刻になるのを防ぐためです。 

 

 学校の対応の目的は、子どもたちに「加害者」「被害者」といったレッテルを貼ることではありま

せん。成長の過程で起きた出来事として、自分の行動を振り返り、今後に活かせるようにしていくこ

とが大切だと考えています。 

 ご家庭には、こうした事案があった際にご報告をさせていただきます。その際は、子どもたちがよ

りよく成長していくための機会と捉えていただけるとありがたく思います。 

 

 

支援学級の入級について 

本校をはじめとして市内公立小学校のすべてに「支援学級」があり、「ともに学び、ともに育つ」

という教育理念のもと、個別課題に応じて支援学級や通常学級で学習しています。支援学級では個別

の教育的ニーズを把握したうえで、学習上又は生活上の課題に対して学校と保護者の間で意見を交わ

しながら、「個別の教育支援計画」や「個別の指導計画」を作成し、それに基づいた指導や支援を行

っています。 

 来年度、支援学級への入級を検討されている等、支援学級の内容を詳しく知りたいという方は、以

下のようなスケジュールでお考えいただけたらと思います。 

 

①相談・見学の申し込み ～7 月上旬 

支援学級への入級が選択肢にある場合は、この期間内に担任もしくは特別支援教育コーディネー

ターを通じて学校にご相談ください。 

②見学・面談 6 月～11 月 

支援学級の説明をさせていただいたり、実際に学習の様子を見ていただいたり、支援学級担当者

と面談をさせていただいたりする中で、支援学級の教育内容についての理解を深めていただきます。 

③最終決定 11 月下旬 

次年度から入級するかどうかの最終決定をしていただきます。ご相談は学級担任、支援学級担任、

特別支援教育コーディネーターまでお願いします。また、支援学級については、市報すいた 4 月号

P14 にも情報が掲載されていますのでご覧ください。（右の QR コードからアクセスできます。） 

 


